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ボリューム関係を管理する

レプリケーションを一時停止

I/O 処理を短時間停止する必要がある場合は、レプリケーションを手動で一時停止できま
す。 I/O 処理が急増し、処理負荷を軽減したい場合は、レプリケーションを一時停止す
る必要があります。

1. データ保護 > *ボリュームペア*を選択します。

2. ボリューム ペアの [アクション] アイコンをクリックします。

3. *編集*をクリックします。

4. ボリュームペアの編集 ペインで、レプリケーション プロセスを手動で一時停止します。

ボリュームのレプリケーションを手動で一時停止または再開すると、データの転送が停止
または再開されます。両方のサイトでこれらの変更が調整されていることを確認してくだ
さい。

5. *変更を保存*をクリックします。

レプリケーションモードを変更する

ボリューム ペアのプロパティを編集して、ボリューム ペア関係のレプリケーション モ
ードを変更できます。

1. データ保護 > *ボリュームペア*を選択します。

2. ボリューム ペアの [アクション] アイコンをクリックします。

3. *編集*をクリックします。

4. ボリュームペアの編集 ペインで、新しいレプリケーション モードを選択します。

◦ リアルタイム (非同期): 書き込みは、ソース クラスターでコミットされた後にクライアントに確認応
答されます。

◦ リアルタイム (同期): 書き込みは、ソース クラスターとターゲット クラスターの両方でコミットされ
た後にクライアントに確認応答されます。

◦ スナップショットのみ: ソース クラスターで作成されたスナップショットのみが複製されます。ソー
ス ボリュームからのアクティブな書き込みは複製されません。 注意: レプリケーション モードを変更
すると、モードは直ちに変更されます。両方のサイトでこれらの変更が調整されていることを確認し
てください。

5. *変更を保存*をクリックします。

ボリュームペアを削除する

2 つのボリューム間のペアの関連付けを削除する場合は、ボリューム ペアを削除できま
す。
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1. データ保護 > *ボリュームペア*を選択します。

2. 削除するボリューム ペアのアクション アイコンをクリックします。

3. *削除*をクリックします。

4. メッセージを確認します。

クラスターペアを削除する

クラスター ペアは、ペア内のいずれかのクラスターの Element UI から削除できます。

1. データ保護 > *クラスターペア*をクリックします。

2. クラスター ペアの [アクション] アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、[削除] をクリックします。

4. 操作を確定します。

5. クラスターペアリングの 2 番目のクラスターから手順を再度実行します。

クラスターペアの詳細

[データ保護] タブの [クラスター ペア] ページには、ペアリングされたクラスター、また
はペアリング中のクラスターに関する情報が表示されます。システムは、ステータス列
にペアリングと進行状況のメッセージを表示します。

• ID

各クラスター ペアに付与されるシステム生成 ID。

• リモート クラスター名

ペア内のもう一方のクラスターの名前。

• リモートMVIP

ペア内のもう一方のクラスターの管理仮想 IP アドレス。

• 状態

リモートクラスタのレプリケーションステータス

• ボリュームの複製

レプリケーション用にペアになっているクラスターに含まれるボリュームの数。

• UUID

ペア内の各クラスターに付与される一意の ID。

2



ボリュームペア

ボリュームペアの詳細

[データ保護] タブの [ボリューム ペア] ページには、ペアリングされたボリューム、また
はペアリング中のボリュームに関する情報が表示されます。システムは、ボリューム ス
テータス列にペアリングと進行状況のメッセージを表示します。

• ID

ボリュームのシステム生成 ID。

• 名前

ボリュームの作成時に付けられた名前。ボリューム名は最大 223 文字で、az、0-9、ダッシュ (-) を含める
ことができます。

• アカウント

ボリュームに割り当てられたアカウントの名前。

• ボリュームステータス

ボリュームのレプリケーションステータス

• スナップショットステータス

スナップショット ボリュームのステータス。

• モード

クライアント書き込みレプリケーション方法。有効な値は次のとおりです。

◦ 非同期

◦ スナップショットのみ

◦ 同期

• 方向

ボリュームデータの方向:

◦ ソースボリュームアイコン（  ) は、クラスター外のターゲットにデータが書き込まれていることを
示します。

◦ ターゲットボリュームアイコン（  ) は、外部ソースからローカル ボリュームにデータが書き込まれ
ていることを示します。

• 非同期遅延

ボリュームがリモート クラスターと最後に同期されてからの経過時間。ボリュームがペアリングされてい
ない場合、値は null になります。
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• リモート クラスター

ボリュームが存在するリモート クラスターの名前。

• リモートボリュームID

リモート クラスター上のボリュームのボリューム ID。

• リモートボリューム名

リモート ボリュームの作成時に付けられた名前。

ボリュームペアリングメッセージ

初期ペアリング プロセス中に、[データ保護] タブの [ボリューム ペア] ページでボリュー
ム ペアリング メッセージを表示できます。これらのメッセージは、レプリケーションボ
リュームのリストビューで、ペアのソース側とターゲット側の両方の端に表示されま
す。

• 一時停止/切断

ソースレプリケーションまたは同期 RPC がタイムアウトしました。リモート クラスターへの接続が失わ
れました。クラスターへのネットワーク接続を確認します。

• 接続を再開しました

リモート レプリケーション同期がアクティブになりました。同期プロセスを開始し、データを待機してい
ます。

• RRSyncを再開しています

ボリューム メタデータの単一のヘリックス コピーがペア クラスターに作成されます。

• ローカル同期を再開しています

ボリューム メタデータの二重らせんコピーがペア クラスターに作成されています。

• データ転送を再開しています

データ転送が再開されました。

• アクティブ

ボリュームはペアリングされており、データはソース ボリュームからターゲット ボリュームに送信さ
れ、データは同期されています。

• アイドル

レプリケーション アクティビティは発生していません。
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ボリュームペアリングの警告

ボリュームをペアにした後、[データ保護] タブの [ボリューム ペア] ページに次のメッセ
ージが表示されます。これらのメッセージは、レプリケーション ボリューム リスト ビ
ューのペアのソース側とターゲット側の両端に表示されます (特に指定がない限り)。

• 一時停止中のクラスターがいっぱい

ターゲット クラスターがいっぱいのため、ソース レプリケーションと一括データ転送を続行できませ
ん。メッセージはペアのソース側のみに表示されます。

• 一時停止、最大スナップショット数を超えました

ターゲット ボリュームにはすでに最大数のスナップショットが存在するため、追加のスナップショットを
複製することはできません。

• 一時停止マニュアル

ローカルボリュームは手動で一時停止されました。レプリケーションを再開する前に一時停止を解除する
必要があります。

• 一時停止手動リモート

リモートボリュームは手動一時停止モードになっています。レプリケーションを再開する前に、リモート
ボリュームの一時停止を解除するための手動介入が必要です。

• 一時停止中 設定ミス

アクティブなソースとターゲットを待機しています。レプリケーションを再開するには手動による介入が
必要です。

• 一時停止されたQoS

ターゲット QoS は着信 IO を維持できませんでした。レプリケーションは自動的に再開されます。メッセ
ージはペアのソース側のみに表示されます。

• 一時停止された低速リンク

遅いリンクが検出され、レプリケーションが停止されました。レプリケーションは自動的に再開されま
す。メッセージはペアのソース側のみに表示されます。

• 一時停止中のボリュームサイズの不一致

ターゲット ボリュームのサイズがソース ボリュームのサイズと同じではありません。

• 一時停止Xコピー

ソース ボリュームに対して SCSI XCOPY コマンドが発行されています。レプリケーションを再開するに
は、コマンドを完了する必要があります。メッセージはペアのソース側のみに表示されます。

• 停止しました。設定ミスです。

5



永続的な構成エラーが検出されました。リモート ボリュームは削除されたか、ペアリングが解除されま
した。修正アクションは不可能なので、新しいペアリングを確立する必要があります。
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